
令和８年４月　記者懇談会 

 

令和 8 年４月７日 

10 時 00 分～11 時 00 分 

一戸町役場庁舎２階特別会議室 

 
力強い舞が会場を盛り上げました　 

（3 月 28 日　郷土芸能の饗宴～春を寿ぐ舞～）  
 

１．トピックス 

（１）御所野遺跡世界遺産登録 5周年関連イベントについて 

（２）教員向け講演会『AI の活用とこれからの情報教育』について 

(再掲)　御所野縄文博物館ミュージアムカフェのオープンについて 

 

２．行事予定（4月・5月の行事・イベント等）



お問合せ：一戸町教育委員会　御所野縄文博物館（0195－32－2652）

 

御所野遺跡世界遺産登録５周年関連イベントについて 

 

令和８年７月 27日で、御所野遺跡を含む「北海道・北東北の縄文遺跡群」は世界遺産登録 5周

年を迎えます。今年度は、一戸町全体のさまざまな場面で町民に「地域の宝」としての御所野遺

跡の価値を知り、未来へ伝えていくため保存や活用の意識を高めていただく１年とするため、季

節ごとに４つのイベントを下記のとおり予定しています。 

記 

１．春イベント　　令和８年５月２日(土)～３日（日） 午前９時～午後４時 

　　　　　　　　　「Let's 縄文 GW（ゴールデンウィーク） 世界遺産で縄文体験！ in 御所野」 

                  豊かな自然が広がる世界遺産・御所野遺跡で、ツリークライミングや弓矢体

験、縄文かけっこ教室＆ダッシュチャレンジなど、楽しく遊びながら御所野縄

文人の生活の知恵や工夫を体感できるイベントを開催します。 

 

２．夏イベント　　令和８年７月 26日（日） 

　　　　　　　　　「御所野遺跡・世界遺産登録５周年記念イベント　gogo 感謝祭！」 

　　　　　　　　　岩手県縄文フォーラムとの共催（予定）とし、講演会などの開催を通して、

全県的に「御所野遺跡・世界遺産登録５周年」の機運醸成を図ります。 

 

３．秋イベント　　令和８年 10 月 17 日（土）～10月 25 日（日）　「ごしょの縄文 WEEK2026」 

　　　　　　　　　毎年秋に開催している御所野遺跡や縄文文化の魅力を発信するイベント（令

和８年度企画展など）を開催予定です。※岩手県　県北広域振興局　二戸地域

振興センターとの共催（予定） 

 

４．冬イベント　　令和９年２月６日（土）　「ごしょのとっておきパーティ！2026」 

　　　　　　　　　冬の御所野遺跡で世代間の交流を図りながら、一戸町の年中行事や楽しく学

べるイベント（バナナボートで雪の御所野遺跡を巡る体験や調査成果発表会な

ど）を開催予定です。

令和８年４月７日



お問合せ：一戸町教育委員会　学校教育　課（0195－33－4860　内線 1503）

 

教員向け講演会『AI の活用とこれからの情報教育』について 

 

　町教育委員会では、教師のための生成 AI 活用を目的として、下記のとおり教員向け講演会を開

催します。 日々変化する教育現場の課題に対応するための最新の知見や実践的な指導方法を共有

し、教員同士の学び合いを促進する機会となっておりますので、取材方よろしくお願いします。 

 

記 

１．日時　令和８年４月 28日（火）14:40～16：20 

２．主催　一戸町学校教育研究会 

３．場所  一戸町立一戸小学校 

４．対象　一戸町内小中学校教員約 60名程度 

５．内容　・校務や授業における AI の活用例と注意点 

・次期学習指導要領における教育情報の動向　　　　　 

６．講師　岩手大学　特任教授　奥田 昌夫 氏

令和８年４月７日



お問合せ：一戸町教育委員会　御所野縄文博物館（0195－32－2652）

 

御所野縄文博物館ミュージアムカフェのオープンについて 

 

御所野縄文博物館２階に、ミュージアムカフェがオープンします。 

オープンを記念して下記日程によりコーヒー試飲会を行います。 

なお、営業日は毎週 金・土・日曜日・祝祭日、営業時間は午前 10時から午後４時までです。 

 

記 

１．プレオ－プン　　令和８年４月３日(金) 午前 10時 

※ セレモニーは行わず、参加者によるコーヒーなどの試飲会を行います。 

２．会　場　　御所野縄文博物館２階 ミュージアムカフェにて 

３．備　考　　４月 10 日に本オープンします。セレモニーは行いません。 

[参考]４月の営業日 

 

 ３㈮・４㈯・５㈰ 4/3 プレオープン am10:00～pm4:00

 10㈮・11・12㈰ 4/10 本オープン am10:00～pm4:00

 17㈮・18㈯・19㈰ am10:00～pm4:00

 24㈮・25㈯・26㈰ am10:00～pm4:00

 29㈬祝 am10:00～pm4:00

令和８年３月 31日



令和8年4月　行事予定表

日 曜  行事名等
取材
希望

資料 時間 開催場所 担当課・連絡先等 備考

1 水

2 木

3 金

4 土 としょかん映画会 10:30～
一戸町コミュニティセンター　
ホール

一戸町立図書館
0195-43-3555

幼児・児童向けの映画会。
上映作品：未定

5 日

6 月

7 火

8 水 北桜高校入学式 10:00～ 北桜高校工業校舎
北桜高校
0195-23-3315

いちのへふるさとPR大使（奥中山中）
12:00～
12:30

奥中山中学校
世界遺産課
0195-32-2652

カラオケ倶楽部 13:00～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

9 木

10 金 御所野ミュージアムカフェオープン ○ ○
10:00～
16:00

御所野縄文博物館2階
御所野縄文博物館
0195-32-2652

奥中山読書会『浄法寺探訪-浄法寺あれこれ-
』

13:30～
15:00

奥中山地区センター図書室
奥中山読書会
090-5591-5828

11 土 ミュージアムカフェ営業日（～12日）
10:00～
16:00

御所野縄文博物館2階
御所野縄文博物館
0195-32-2652

オレンジカフェさくらの会 ○
10:00～
12:00

町コミュニティセンター
一戸町社会福祉協議会
0195-33-3385

12 日 絵画教室 9:00～
一戸町コミュニティセンター　
視聴覚室

いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

13 月

14 火 ちびっこ一日警察署長 10:00～ 二戸警察署

15 水 童謡・唱歌を楽しむ会 13:30～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

16 木

17 金 ミュージアムカフェ営業日（～19日）
10:00～
16:00

御所野縄文博物館2階
御所野縄文博物館
0195-32-2652

とことこおはなし会 10:45～
地域子育て支援センター
のびのび

一戸町立図書館
0195-43-3555

絵本の読み聞かせや手遊び
テーマ：未定

18 土 ととのう温泉ヨガ
14:00～
15:00

奥中山高原温泉　朝朱の湯
奥中山高原株式会社
0195-35-3131

19 日

20 月 いちのへふるさとPR大使（一戸南小）
13:05～
13:25

一戸南小学校
世界遺産課
0195-32-2652

21 火

22 水 カラオケ倶楽部 13:00～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

23 木 こども図書館まつり（～5/12） ○ 一戸町立図書館
いちのへ文化・芸術NPO
0195-43-3555

平日　10:00～19:00
土日祝　9:00～18:00

葬送のあり方を学ぶ講演会 ○
10:00～
10:50

一戸町コミュニティセンター
一戸町老人クラブ連合会
0195-33-3607

入場無料

裏面に続く



24 金 ミュージアムカフェ営業日（～26日）
10:00～
16:00

御所野縄文博物館2階
御所野縄文博物館
0195-32-2652

25 土 御所野縄文公園　春のクリーンデー ○
10:00～
12:00

御所野縄文公園
世界遺産課
0195-32-2652

初心者向け歴史講座『地域めぐりしたくなる
歴史への扉』

10:30～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料（要申込・定員50名）

26 日 絵画教室 9:00～
一戸町コミュニティセンター　
視聴覚室

いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

27 月

28 火
教員向け講演会『AIの活用とこれからの情報
教育』について

○ ○
14:40～
16:20

一戸小学校
一戸中学校

学校教育課
0195－33－4860

29 水 ミュージアムカフェ営業日
10:00～
16:00

御所野縄文博物館2階
御所野縄文博物館
0195-32-2652

30 木



令和8年5月　行事予定表

日 曜  行事名等
取材
希望

資料 時間 開催場所 担当課・連絡先等 備考

1 金

2 土
Let's　縄文GW　世界遺産で縄文体験！in御
所野（～3日）

○ p1
9:00～
16:00

御所野遺跡
世界遺産課
0195-32-2652

3 日

4 月

5 火

6 水
まるで宝探し！バードウォッチングへでかけ
よう

p15 9:00～ 碧橋付近
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

7 木

8 金

9 土 消防操法協議会

オレンジカフェさくらの会 p19
10:00～
12:00

いちボラ+（旧一戸幼稚園）
一戸町社会福祉協議会
0195-33-3385

10 日 一戸町消防演習 7:00～
総務課
0195-33-4850

絵画教室 9:00～
一戸町コミュニティセンター　
視聴覚室

いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

11 月

12 火

13 水 カラオケ倶楽部 13:00～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

14 木

15 金

16 土

17 日

18 月

19 火

20 水 童謡・唱歌を楽しむ会 13:30～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

21 木

22 金

23 土

24 日 絵画教室 9:00～
一戸町コミュニティセンター　
視聴覚室

いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

25 月

26 火

27 水 カラオケ倶楽部 13:00～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

裏面に続く



28 木

29 金

30 土
初心者向け歴史講座『地域めぐりしたくなる
歴史への扉』

10:30～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料（要申込・定員50名）

31 日



期間中

いつでも

↓
4/25土

5/6水

↓
4/29水

5/6水

↓
4/29水

5/6水

指定管理者:いちのへ文化・芸術NPO

TEL：0195-43-3555　FAX：0195-43-3310
●お問い合わせ● 一戸町立図書館

い ち の へ ちょうりつ と し ょ か ん

ここどどももここどどもも

図図書書館館図図書書館館
ままつつりりままつつりり

ととししょょかかんんととししょょかかんん

４/23 ５/12

図書館にかくされた

ナゾをとこう！

参加した子には

プレゼントがあります

※先着60名

春のセルフ工作
本をかりて

ガチャポンを

まわそう！

特別展示

“こどもの本”

総選挙

ナゾトキin図書館

自由に使える

工作コーナーです

お花を作って図書館に

かざってみよう！

本を借りたこどもは

ガチャポンを回せます

あたりもあるかも！

「第５回“こどもの本”

総選挙」に選ばれた

本を展示します

一戸町立図書館

平日・10時～19時　土日祝・9時～18時

場所
時間

すべて
参加無料申込不要

一戸町立図書館
第68回こどもの読書週間　関連イベント

き か ん ちゅう

は る こ う さ く

ほ ん

と く べ つ て ん じ

ほ ん

そ う せ ん き ょ

と し ょ か ん

じ ゆ う つ か

こ う さ く

は な つ く と し ょ か ん

ほ ん か

ま わ

だ い か い ほ ん

そ う せ ん き ょ え ら

ほ ん て ん じ

と し ょ か ん

さ ん か こ

せんちゃく め い

※景品がなくなり次第終了
け い ひ ん し だ い しゅうりょう



高齢者セミナー「コロす禍で様変わりした葬儀」
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－ＦＥＢＪ老人クラブ連合会

一や勁教育委員会

令和 ８年

会場

演題

講師

（　）

午前 １０ 時から１ ０時 ５０分

一戸町コミュニティセンター

つながり？感できる葬儀を

佐ノマ木秀吾　Ｅ
（曹僞宗　喜霊寺　住職）

【プロフ ィール】

８０ 年横浜市生まれ。　２０２１ 年よ り盛岡市下Ｅ日喜

霊寺住職。

「お坊さんを身近に感じてもらう」 「仏教を生活に

活かしてもらう」 をモットーに布教活動を展開。
社会人向けの座禅会「朝禅」、 僧侶バーイベントな

どを開催。エフエム岩手「ＳＵＮＤＡＹ 坊主アワー」パ
ーソナリ ティ。

ｉごご レ

ｐ
。
一
り 咲恵

－　　　　 、Ｊ ＩＩ ｌｎ

ｌｉｌ・ ・Ｉ ［ｉ
－

氏

一
　
χ

（アすウンサー）

【プロフ ィール】

８５ 年岩手県北上市ままれ。１ ９歳からフリ ーアナウ

ンサーとしてテレビやラジオで活躍。

岩手めんこいテレビ、 Ｌ」』海漬では、 へ０ 年以上に渡り

リポーターを務める。

現在はイベン ト、 婚礼司会やラジオ ＤＪ ブレーク、

学校での講師なども行う。

一

４．。 Ｖ、ｙ冫 ‰夕
／ＩＮ／

コロナ禍の影響もあり、近年は家族葬など、 葬儀を簡素に行うケースが増えています。

その一方で、 人と人とのつながりが薄れているのではないかと心Ｅする声も聞かれます。

規模 ・方法は違つても 「真心３ムめて送り出す」 ことに変わりはありません。

今回の講演では、 僧侶のを場から、 いまの葬儀の現状や変化について分かりやすくお話しいただきます。

人は多くの人とのつながりの中で生きています。 故人を送り、 残された人が支え合う 「葬儀」 の意味に

ついて、 あらためて考える機会にしたいと思います。

【問合せ】一ＦＥＢＪ老人クラブ連合会

［－ＦＥＵ］’高齢者創作館内）

干０２８－５３１ ２　 －ＦＥＢＪ－や宇本ＥＥ［１４４－５

事務局　東野　政美 （平日の午前中のみ）

電話 ・Ｆ ＡＸ　 ３３－３６０７

Ｅ－Ｍａｉｌ ：ｉｃｈｉｎｏｈｅ．ｓｏｕｓａｋｕｋａｎｏｇｍａｉｌ．ｃｏｍ
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ッ
ピ
ン
グ
で
御
所
野

に
生
き
た
縄
文
人
の
季
節
ご
と
の
生
活
を

展
示
室
全
体
に
映
し
出
し
紹
介
し
ま
す
。

蒔
前
遺
跡
と
山
井
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土

器
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
重
要
文
化

財
の
鼻
曲
り
土
面
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

第
1
展
示
室

駐
車
場
と
公
園
を
結
ぶ
屋
根

付
き
の
歩
道
橋
で
す
。
縄
文

の
世
界
へ
と
導
く
「
タ
イ
ム
ト

ン
ネ
ル
」
で
も
あ
り
ま
す
。

き
き
き
の
つ
り
は
し

縄
文
の
森

御
所
野
遺
跡
で
は
80
0
棟
を
超
え
る
竪
穴
建
物
跡

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の
縄
文
時
代
の
遺

跡
で
は
初
め
て
、
竪
穴
建
物
の
屋
根
に
土
が
の
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
東
ム
ラ
、中
央
ム
ラ
、

西
ム
ラ
に
あ
る
復
元
し
た
竪
穴
建
物
は
発
掘
調
査

の
成
果
に
基
づ
き
、
建
物
の
大
き
さ
、
柱
の
位
置
、

柱
の
太
さ
な
ど
を
正
確
に
復
元
し
て
い
ま
す
。

竪
穴
建
物
（
復
元
）

盛
土
遺
構
は
広
範
囲
に
削
平

さ
れ
た
場
所
に
つ
く
ら
れ
、
削

ら
れ
た
土
は
南
側
に
高
く
盛
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
南
側
の

一
段
と
高
い
場
所
は
盛
土
遺

構
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

盛
土
遺
構

竪
穴
建
物
の
屋
根
に
土
が
の
っ
て
い
た

こ
と
を
検
証
す
る
た
め
、
実
験
的
に
建

物
を
復
元
し
、
経
過
を
観
察
し
て
か
ら

2
年
後
に
建
物
を
燃
や
す
実
験
を
行
い

ま
し
た
。

焼
失
実
験
跡

第
2
展
示
室

第
3
展
示
室

G
O

S
H

O
N

O
 J

O
M

O
N

 P
R

O
G

R
A

M
20

26
.4

- 2
02

6.
10

G
O

S
H

O
N

O
 J

O
M

O
N

 S
IT

E
御
所
野
縄
文
公
園

配
石
遺
構

色
々
な
形
に
石
が
組
ま
れ
、

大
き
な
輪
の
よ
う
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。
組
石
周
辺
で
は
墓

穴
と
考
え
ら
れ
る
穴
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
配
石
遺
構

の
外
側
に
は
掘
立
柱
建
物
を

復
元
し
て
い
ま
す
。

※
有
料
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
博
物
館
１
階
窓
口
で
受
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

御
所
野
遺
跡
を
は
じ
め
、
縄

文
文
化
や
一
戸
町
の
歴
史
や

文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
博
物
館
で
す
。

御
所
野
縄
文
博
物
館

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
御
所
野
縄
文
博
物
館
へ
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電
話
：
01
95
-3
2-
26
52
）

●
予
約
開
始
日
の
午
前
9
時
か
ら
受
付
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
の
際
に
、
参
加
者
の
お
名
前
、
ご
住
所
、
電
話
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法

展
示
室
で
縄
文
を
学
べ
る
！

2 1 3
954

7

68

き
き
き
の
つ
り
は
し

1

御
所
野
縄
文
博
物
館

2

縄
文
の
森

3

東
ム
ラ

4

中
央
ム
ラ

5

配
石
遺
構

6

盛
土
遺
構

7

焼
失
実
験
跡

8

西
ム
ラ

9

鼻 曲 り 土 面

鼻 曲 り 土 面

世 界 遺 産 ・ 御 所 野 遺 跡

ご し ょ の de ま な び プ ロ グ ラ ム

講
師

 山
菜
採
り
名
人
　
欠
端
ナ
ミ
さ
ん

定
員

20
名

持
ち
物

 汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
軍
手
、
昼
食

参
加
料

 大
人
1,
50
0
円
、
高
校
生
以
下
70
0
円

　
　
　
　
　
　
 （
保
険
料
込
み
）

申
込
受
付
期
間
 4
月
5
日
（
日
）～
4
月
28
日
（
火
）

5月
3日
（
日
）1
0:
00
～
13
:3
0

縄
文
土
器
で
煮
炊
き
体
験

早
朝
！ 
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

縄
文
の
星
空
観
察
会
～
秋
～

公
園
内
の
山
菜
を
み
ん
な
で
探
し
ま
す
。
そ
の
後
、
石
器
で
食
材
を

さ
ば
き
、
土
器
を
使
っ
て
縄
文
時
代
の
煮
炊
き
を
体
験
し
ま
す
。
山
菜

と
鹿
肉
と
塩
で
作
る
縄
文
ス
ー
プ
を
み
ん
な
で
味
わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う！

講
師

 カ
シ
オ
ペ
ア
連
邦
野
鳥
倶
楽
部
　
高
橋
宏
明
さ
ん

持
ち
物

 お
持
ち
の
方
は
双
眼
鏡

参
加
料

 無
料

申
込
受
付
期
間
  
事
前
予
約
不
要

5月
23
日（
土
）7
:0
0
～
10
:0
0

早
朝
の
御
所
野
縄
文
公
園
に
集
ま
る
野
鳥
を
観
察
し
ま
す
。
例
年
セ
グ

ロ
セ
キ
レ
イ
や
メ
ジ
ロ
、
キ
ビ
タ
キ
な
ど
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
博
物
館
で
野
鳥
に
つ
い
て
お
話
し
を
し
ま
す
。

講
師

 一
戸
町
観
光
天
文
台
　
吉
田
偉
峰
さ
ん

定
員

20
名

参
加
料

 大
人
50
0
円
、
高
校
生
以
下
20
0
円

　
　
　
　
　
　
　（
保
険
料
込
み
）

申
込
受
付
期
間
 9
月
19
日
（
土
）
～
10
月
12
日
（
月
）

10
月
17
日（
土
）1
8:
00
～
19
:3
0

縄
文
公
園
で
温
か
い
飲
み
物
を
飲
み
な
が
ら
、
秋
の
星
空
を
観
察
し

ま
す
。
昨
年
は
夏
の
大
三
角
、
天
の
川
、
す
ば
る
、
土
星
な
ど
を
観

察
し
ま
し
た
。

※
雨
天
・
曇
天
時
は
博
物
館
内
で
星
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

グ
ツ
グ
ツ
！
 モ
グ
モ
グ
！

鳥
た
ち
と
レ
ッ
ツ
朝
活
！

縄
文
ロ
マ
ン
に
想
い
を
馳
せ
る
―

4
月
に
撮
影
し
た
メ
ジ
ロ



SN
S
随
時
更
新
中
！
 最
新
情
報
は
こ
こ
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
！

ま
た
は
御
所
野
縄
文
公
園

検
索

F
ac
eb
oo
k

Y
ou
T
ub
e

Q
R

Q
R

In
st
ag
ra
m

Q
R

X Q
R

て づ く り プ ロ グ ラ ム
縄
文
人
は
季
節
に
合
わ
せ
て
計
画
的
な
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。

御
所
野
縄
文
公
園
の
ま
わ
り
の
縄
文
里
山
を
活
用
し
て
、
縄
文
時
代
の
く
ら
し
や
も
の
づ
く
り
に
迫
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

縄
文
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
校
の
授
業
や

地
域
の
活
動
で
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

御
所
野
遺
跡
の
見
学
に
合
わ
せ
て
、
て
づ
くり
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
す
る
こ
と
で
縄
文
文
化
へ
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
博
物
館
の
ス
タ
ッ
フ
が
学
校
や
公
民
館
な
ど
へ
出
向
き
、
て
づ
くり
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
等
を
そ
の
場
で
ご
利

用
い
た
だ
け
る
出
前
授
業
・
出
前
体
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。
通
常
の
て
づ
くり
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
他
に
も
学
校
で
の
授
業
内
容
に

合
わ
せ
て
、
御
所
野
遺
跡
に
関
す
る
講
話
や
調
査
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
、
土
器
観
察
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

希
望
日
の
1
か
月
前
ま
で
を
目
安
に
御
所
野
縄
文
博
物
館
（
01
95
-3
2-
26
52
）
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
育
園

「
親
子
で
土
器
づ
く
り
」　
2
時
間
程
度

小
学
校

「
樹
皮
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
」　
40
分
程
度

　
　
　
　
　
「
土
器
観
察
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」　
1
時
間
30
分
程
度

中
学
校

「
縄
文
人
の
植
物
利
用
に
関
す
る
講
話
」　
1
時
間
程
度

　
　
　
　
　
「
正
月
飾
り
づ
く
り
」　
2
時
間
程
度

公
民
館

「
樹
皮
の
花
カ
ゴ
づ
く
り
」　
1
時
間
30
分
程
度

小
学
校
の
遠
足

一
般
の
団
体

9:
30

9:
20

9:
30

10
:3
0

11
:4
5

12
:3
0

13
:1
5

14
:0
0

9:
40

11
:1
0

11
:5
0

到
着

到
着

遺
跡
見
学

遺
跡
・
博
物
館
見
学

勾
玉
づ
く
り

樹
皮
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り

昼
食

自
由
遊
び

博
物
館
見
学

出
発

出
発

御
所
野
縄
文
公
園

〒
02
8-
53
16
岩
手
県
二
戸
郡
一
戸
町
岩
舘
字
御
所
野
2

TE
L ：
01
95
- 3
2-
26
52
　
FA
X：
01
95
- 3
2-
29
92

開
園
時
間
：
午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
最
終
入
園
は
午
後
4
時
30
分
）

休
  園
  日
 ：
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
そ
の
翌
日
）、
祝
日
の
翌
日
（
土
日
を
除
く
）、
年
末
年
始

入
  館
  料
：
一
般
30
0
円
［
25
0
円
］、
大
学
生
20
0
円
［
15
0
円
］、
高
校
生
以
下
無
料

※
［
　
］
の
中
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

「
ご
し
ょ
の
de
ま
な
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
「
ま
る
っ
と
里
山
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
開
催
日
時
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
、

御
所
野
縄
文
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ht
tp
s:
//
go
sh
on
o-
is
ek
i.c
om

御
所
野
縄
文
公
園

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
縄
文
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
利
用
例

●
遺
跡
見
学
に
合
わ
せ
て
縄
文
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
例

1 2

勾 玉 づ く り

講 話

土 器 づ く り

樹 皮 の 花 カ ゴ づ く り

出 張 体 験
出 張 体 験

縄 文 を 楽 し く

学 び ま し ょ う！

ま る っ と 里 山 プ ロ グ ラ ム

土
笛
づ
く
り

遺
跡
か
ら
み
つ
か
っ
た
粘
土
を

使
っ
て
音
の
鳴
る
笛
を
作
り
ま
す
。

料
金
 4
00
円
　

対
象
 小
学
生
以
上

製
作
時
間
 約
40
分

勾
玉
づ
く
り

四
角
い
天
然
石
を
削
っ
て
勾
玉
の

ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。

料
金
 5
00
円
　

対
象
 小
学
生
以
上

製
作
時
間
 約
1時
間

ミ
ニ
オ
カ
リ
ナ
に
絵
を
描
く

白
い
オ
カ
リ
ナ
に
自
由
に
絵
を
描
き

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
オ
カ
リ
ナ
を
作
り
ま
す
。

料
金
 6
00
円
　
製
作
時
間
 約
30
分

組
み
ひ
も
づ
く
り

色
ひ
も
を
使
っ
て
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
作
り
ま
す
。

料
金
 3
00
円
　
製
作
時
間
 約
30
分

お
守
り
づ
く
り

凝
灰
岩
に
模
様
を
彫
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
守
り
を

作
り
ま
す
。

料
金
 4
00
円
　

対
象
 小
学
4
年
生
以
上

製
作
時
間
 約
1時
間

土
器
づ
く
り

遺
跡
か
ら
み
つ
か
っ
た
粘
土
を
使
っ
て
土
器
を
作
り
ま
す
。

料
金
 5
00
g
／
50
0
円
、
1k
g
／
1,
00
0
円
　

対
象
 小
学
4
年
生
以
上

製
作
時
間
 1
時
間
30
分
～

樹
皮
の
花
カ
ゴ
づ
く
り

ク
ル
ミ
の
樹
皮
を
編
ん
で

小
さ
い
カ
ゴ
を
作
り
ま
す
。

料
金
 1
,0
00
円
　

対
象
 小
学
4
年
生
以
上

製
作
時
間
 約
1時
間

6～
9
月
限
定
 色
い
ろ
葉
っ
ぱ
バ
ッ
グ

無
地
の
バ
ッ
グ
に
公
園
で
探
し
た
葉
っ
ぱ
の

模
様
を
付
け
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
グ
を

作
り
ま
す
。

料
金
 6
00
円
　
製
作
時
間
 約
40
分

縄
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り

シ
ナ
ノ
キ
と
い
う
木
か
ら
と
れ
る
繊
維
を
使
っ
て

縄
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
り
ま
す
。

料
金
 6
00
円
　

対
象
 小
学
4
年
生
以
上

製
作
時
間
 約
30
分

縄
文
編
み
の
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り

縄
文
時
代
か
ら
の
編
み
方
で
コ
ー
ス
タ
ー
を

作
り
ま
す
。

料
金
 カ
ラ
フ
ル
な
麻
糸
コ
ー
ス
／
40
0
円

　
　
　
  繊
維
コ
ー
ス
／
80
0
円
　

対
象
 小
学
4
年
生
以
上

製
作
時
間
 約
1時
間
30
分

樹
皮
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り

ク
ル
ミ
の
樹
皮
を
編
ん
で

ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
り
ま
す
。

料
金
 6
00
円
　

対
象
 小
学
生
以
上

製
作
時
間
 約
30
分

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
気
軽
に
も
の
づ
く
り
が
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

7・
8
月
限
定
 木
で
つ
く
る
森
の
仲
間
た
ち

木
の
枝
や
木
の
実
を
使
っ
て
昆
虫
を
作
り
ま
す
。

料
金
 4
00
円
　

対
象
 小
学
生
以
上

製
作
時
間
 約
30
分

●
団
体
で
て
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
希
望
日
の
1
か
月
前
ま
で
を
目
安
に
御
所
野
縄
文
博
物
館
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
電
話
：
01
95
-3
2-
26
52
）

●
製
作
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ
プ
ラ
ス
20
～
30
分
と
お
考
え
く
だ
さ
い
。

●
1
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
絞
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
が
、
最
大
2
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
同
時
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
平
日
に
て
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
希
望
の
方
は
、
1
週
間
前
ま
で
の
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
お
電
話（
01
95
-3
2-
26
52
）ま
た
は
予
約
フ
ォ
ー
ム

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
日
の
て
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

予
約
フ
ォ
ー
ム

体
験
受
付
時
間
9:
30
～
15
:0
0

団
体
で
利
用
さ
れ
る
方
へ

土
日
祝
日
は
予
約
な
し
で
体
験
で
き
る
！

土 器 と 土 笛 は 製 作 後 、 2 ヶ 月 ほ ど 乾 燥 さ せ て 焼 き 上 げ た 後 は が き で ご 連 絡 し ま す 。

窯 焼 き コ ー ス

〈 4 〜
8 月 限
定 〉

〈 通 年 〉

野 焼
き コ ー
ス

講
師

 土
器
づ
く
り
名
人
　
菊
地
逸
夫
さ
ん

対
象

 2
回
と
も
参
加
で
き
る
中
学
生
以
上
の
方

持
ち
物・
服
装

1
2
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
昼
食
  2
軍
手
、
帽
子
、
飲
み
物

定
員

 1
5
名

参
加
料

 3
,5
00
円

申
込
受
付
期
間
 5
月
2
3日
（
土
）～
6月
26
日（
金
）

対
象

 中
学
生
以
上
の
方

持
ち
物・
服
装
 汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
軍
手
ま
た
は
作
業
用
手
袋
、
帽
子
、
飲
み
物
、
昼
食

定
員

 1
0
名

参
加
料

 1
,3
00
円

申
込
受
付
期
間
 7
月
5日
（
日
）～
8月
1日
（
土
）

超
本
格
！「
ご
し
ょ
の
」の
土
器
を
つ
く
ろ
う（
全
2回
）

植
物
の
繊
維
で
コ
ー
ス
タ
ー
を
つ
く
ろ
う

「
面
岸
の
箕み

に
親
し
も
う
」
始
動

学
芸
員
と
一
緒
に
御
所
野
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
を
観
察
し
、
観
察
し
た
土
器
を

見
本
に
2
日
間
か
け
て
約
3k
g
の
本
格
的
な
縄
文
土
器
を
作
り
ま
す
。

6月
27
日（
土
）・
6月
28
日（
日
）各
10
:0
0
～
15
:0
0（
昼
休
憩
1時
間
）

土
器
の
形
を
つ
く
る

1

カ
ラ
ム
シ
と
い
う
植
物
か
ら
布
や
縄
の
材
料
と
な
る
繊
維
を
と
り
、
ア
ン
ギ
ン
台
を
使
い
繊

維
の
コ
ー
ス
タ
ー
を
１
枚
作
り
ま
す
。

8月
2日
（
日
）1
0:
00
～
15
:3
0（
昼
休
憩
１
時
間
）

新
プ
ロ
グ
ラ
ム

前
回
作
っ
た
土
器
を
野
焼
き
で
完
成
さ
せ
ま
す
。
野
焼
き
を
し
て
い
る
間
、
土
器
を

使
っ
て
豚
汁
を
作
り
皆
さ
ん
と
一
緒
に
食
べ
ま
す
。

9月
5日
（
土
）1
0:
00
～
12
:3
0 
 ※
予
備
日
9月
12
日
(土
)

野
焼
き
・
土
器
で
煮
炊
き
体
験

2

対
象

 中
学
生
以
上
の
方

定
員

 5
名

参
加
料

 2
,0
00
円

申
込
受
付
期
間
 8
月
2
3日
（
日
）～
9月
26
日（
土
）

く
り
か
っ
ち
ゃ
で
染
め
よ
う

公
園
に
落
ち
て
い
る
ク
リ
の
イ
ガ
を
拾
い
、
イ
ガ
を
煮
出
し
て
綿
の
ス
ト
ー
ル
を
染
め
ま
す
。

ス
ト
ー
ル
は
輪
ゴ
ム
な
ど
で
絞
り
模
様
を
付
け
ま
す
。

9月
27
日（
日
）1
0:
00
～
12
:0
0

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
当
日
は
博
物
館
１
階
窓
口
で
受
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
御
所
野
縄
文
博
物
館
へ
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電
話
：
01
95
-3
2-
26
52
）

●
予
約
開
始
日
の
午
前
9
時
か
ら
受
付
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
の
際
に
、
参
加
者
の
お
名
前
、
ご
住
所
、
電
話
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法

　「
箕
」
は
脱
穀
し
た
穀
物
の
仕
分
け
な
ど
に
使
う
日
本
の
農
具
で
す
。
一
戸

町
の
面
岸
地
区
は
箕
作
り
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
面
岸

の
箕
作
り
技
術
を
受
け
継
ぐ
人
は
一
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
御
所
野
縄
文
博
物
館
で
は
面
岸
の
箕
作
り
技
術
の
保
護
と
継
承
、
そ
し
て

多
く
の
人
に
箕
作
り
を
通
し
て
地
域
の
自
然
に
触
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
20
27
年
の
実
施
を
目
標
に
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
面
岸
の
箕
に
親
し
も
う
」

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
現
在
唯
一
の
面
岸
の
箕
づ
く
り
職
人
で
あ
る
延
原

有
紀
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
材
料
採
取
か
ら
小
さ
な
箕
を
作
る
ま
で
の
一

連
の
工
程
を
半
年
間
か
け
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
今
年
度
は
箕
の
材
料
採
取
を
行
う
森
の
観
察
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
程
が
決
ま
り
次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

面 岸 の
箕

延
原
有
紀
さ
ん

集
え
！
 縄
文
フ
ァ
ン
！

自
然
の
材
料
で
染
め
る
こ
と
が
で
き
る
！

縄
文
時
代
の
布
っ
て
ど
う
や
っ
て
作
っ
て
い
た
の
？

御
所
野
縄
文
博
物
館
内
に

ベ
ビ
ー
ケ
ア
ル
ー
ム
「
m
am
ar
o

（
マ
マ
ロ
）」
を

設
置
し
ま
し
た
。

N
E
W



開催日

4 月 11日㊏
5月 9日㊏
6月 13日㊏
7月 11日㊏
8月 8日㊏
9月 12日㊏
10月 10日㊏
11月 14日㊏
12月 12日㊏
1月 9日㊏
2月 13日㊏
3月 13日㊏

一戸町コミュニティセンター

一戸町コミュニティセンター

一戸町コミュニティセンター

一戸町コミュニティセンター

一戸町コミュニティセンター

一戸町コミュニティセンター

一戸町コミュニティセンター

一戸町コミュニティセンター

一戸町ボランティア活動拠点いちボラ+

一戸町ボランティア活動拠点いちボラ+

一戸町ボランティア活動拠点いちボラ+

一戸町ボランティア活動拠点いちボラ+

会場

オレンジカフェさくらの会

令和 8年度開催予定表
変更になる場合は毎月発行される「一戸町広報誌」に掲載いたします。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

大
募
集
中
！

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

お
子
さ
ま
の

参
加
も
大
歓
迎

オレンジカフェ
さくらの会
オレンジカフェは認知症の方もそうでない方も気軽に立
ち寄りお茶やコーヒーを飲みながら元気に暮ら
すことや心の安定と安心のサポート・支援へつ
ないでいくことを目的とした場所です！

事務局 · お問い合わせ　一戸町社会福祉協議会（電話：0195-33-3385）

令和 8年度

主  催 いちのへチームオレンジさくらの会

日  時 毎月第 2土曜日　10：00～12：00

開催概要

ORANGE CAFE SAKURANOKAI

参加費 100 円 どなたでもご参加いただけます

認知症サポーター養成講座を終えたボランティア団体オレンジカフェ
さくらの会、アイン薬局一戸店、一戸町立図書館等が認知症のある方
と共に、誰もが暮らしやすい地域づくりを推進するチームです。

いちのへチームオレンジさくらの会とは

会  場 一戸町コミュニティセンター 
または いちボラ＋（旧一戸幼稚園）

オレンジカフェさくらの会タクシーをご利用ください
「オレンジカフェさくらの会」にお越しの際、一戸地区にお住まいの方
を対象に、タクシー料金の一部を助成いたします。受付に行きのタク
シーの領収書をご提示いただくと、帰りのタクシー券をお渡しします。



令和８年３月２７日
発行　奥中山地区センター
中山字大塚８２－２
電話番号(35-2111)

西岳から吹く心地よい風に乗せて、地域のみなさんに情報をお届けします

地区センターを利用されている皆さんをご紹介するコーナーです。皆さん元気に活動しています！

　　結カフェ③

岩手県初の快挙!!
　　全国２連覇を成し遂げた、スーパー中学生の素顔に迫る！

冬の風物詩！夢あかり今年も開催！

　１月９日(金)から１１日(日)まで奥中山高原駅と沿道に灯された約５００個の灯籠の光が、厳しい寒さの奥中

山を暖かく包みました。10日（土）は駅前ではオープニングセレモニーが行われ、牛乳豚汁が振る舞われました。

また、駅前のきらぼしではお楽しみ縁日も開かれ、子ども達がクレーンゲームに挑戦したり、温かい飲み物や

焼き芋を味わいました。例年夢あかりに合わせて開催される「有志の会」主催の「はしご酒」は、今回は「雪見

酒」として地区センターのホールで行われました。会場には町内外から沢山のグルメが集まり、笑い声と食欲を

誘ういい匂いに包まれました。今回の夢あかりは地域の皆さん発案のイベントが多く開催されて本当に沢山の

お客さんで賑わいました！皆さんの笑顔をみて私たちの心にも灯がともったようなそんな夜でした･･･☆

活動日時：毎週月、木、金　午前10時から午後12時のうち、1時間

活動場所：地区センター

活動内容：運動

結カフェ利用者さんが毎週楽しく運動をしています。

月２回は外部講師による運動教室も行っています。

　 　はつらつ！あっぷ教室　

活動日時：（4月～11月）第4水曜日

　　　　　　　（12月～3月）毎週水曜日

　　　　　　　午後1時30分から午後3時

活動場所：地区センターホール

対象：どなたでも参加できます

参加費：無料

連絡先：一戸町地域包括支援センター　(0195-32-3700)

NPOスポーツウエルネスさんに指導いただき、楽しみながら健康づ

くりに取り組んでいます。随時、参加者を募集していますので、ご連

絡お待ちしています！

地域包括支援センターでは、令和８年度にシルバーリハビリ指導者

養成講座を開催する予定です。詳細は後日お知らせします。

④

　第63回（2026）全国中学校スキー大会　男子５キロクラシカルで見事２連覇

を果たした奥中山中学校３年中嶌永遠君にインタビューをしました。

　「今年の優勝より、昨年優勝を勝ち取る方が３年生を相手に競技をしなけれ

ばいけなかったので大変だった」という永遠君。「今後は高校でも上位を狙っ

ていきたい。そして地域の方々にたくさん応援してくださったことに感謝と、こ

れからもよろしくお願いします」というお話しをいただきました。

　これからも、永遠君の活躍を応援しましょう。

　永遠君の連覇を祝う横断幕の前にて撮影

☆横断幕は地区センター前に飾ってあります！
　皆さんも見に来てみてください♪

永遠君メモ

・YouTube鑑賞（ショート動画）が好きである。

・好きな食べ物はお肉（お肉は全般に好きである）

・体を動かすことと、理科が好き

　 中 嶌 永 遠 く ん



　
編
集
後
記

▼
本
年
度
最
後
の
高
原
の
風
だ
よ
り
を
お
届

け
し
ま
す
。
冬
期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
や
う
れ
し
い
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。
さ
す
が
奥
中
山
。
取
材
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　

(

柴
田)

　

▼
奥
中
山
の
美
し
い
空
気
と
緑
の
山
々
に
囲

ま
れ
て
心
身
共
に
健
康
な
一
年
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
度
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。(

西
村)

▼
今
年
度
も
皆
様
に
支
え
て
頂
き
な
が
ら
一

年
を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。
来
年
度
も

引
き
続
き
地
区
セ
ン
タ
ー
の
配
属
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
地
域
の
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
（
西
舘
）

　
▼
今
年
度
も
地
域
の
み
な
さ
ま
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
各
種
事
業
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
来
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。(

柳
畑)

▼
今
年
度
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
様
々

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
４
月
か
ら
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。(

三
浦)

▼
今
期
の
冬
は
冷
え
込
み
は
厳
し
く
な
く
感

じ
て
い
ま
し
た
が
雪
が
い
つ
も
よ
り
多
め
の

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
が
無
事
に
春
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
引
き
続
き
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。(

民
部
田)

　　　　　　　　

　
　3月6日（金）、奥中山読書会「北の風」主催のおひなさまお茶会が

奥中山地区センター和室で開かれました。この日は38名の参加が

あり、茶道経験者の御堂モヨ子さんが心を込めて立てたお抹茶が

振る舞われました。参加者はおいしいお抹茶とお菓子をいただきな

がら、会話に花を咲かせました。

　また、本宮立子さんによるハーモニカの生演奏もあり会場は春の

訪れを感じさせるような暖かな空気に包まれました。

　1月27日(火)から２月12日(木)まで奥中山地区センターロビー

にて三愛学舎の卒業展が行われました。選挙の投票日に当たった

２月７日と８日には、投票に訪れた多く方が足を止め、作品をじっく

りと眺めている様子が印象的でした。来年度以降も卒業展を行う

予定ですので、地域の皆さんもぜひ見に来てみてください！

これからも元気に過ごすために！
　健康いきいきデー　　　　

　3月16日（月）、奥中山地区センターホールで奥中山老人クラブ

平成会主催の健康いきいきデーが行われました。

　町地域包括支援センター職員による認知症とお口に関する健

康講座、NPOスポーツウエルネス職員による運動教室が行われ、

健康について学び、体を動かす充実した時間となりました。

　また、頭と体を動かした後は昼食交流会も行われ、手作りの美

味しい料理を食べながら参加者同士の親睦を深めました。

奥中山読書会主催

　　　おひなさまお茶会
ストックかざして、一白影なき
白銀の大地を翔る！

卒業する12人の作品を展示

三愛学舎 卒業展

　２月１５日（日）奥中山高原摺糠地区特設コースにて第19回奥

中山高原クロスカントリースキー大会20２6が開催されました。

個人では106人、リレーには20チームが出場。天候にも恵まれ、

参加した選手たちが精一杯の走りを見せました。

かけ



  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

月
日

が
経

つ
の
は

早
い

も
の
で

7
年

度
も
残

す
と
こ
ろ
僅

か
と
な

り
ま
し
た
。

地
区

セ
ン
タ
ー

の
移

転
の

さ
い

に
は

ご
不

便
を
お
か

け
し
ま
し
た

が
現

在
は

ご

利
用
が

円
滑

に
で

き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。今

年
度

の
最

終
号
と
な

り
ま
す
が

、

新
年

度
に
入

り
ま
し
て

も
皆

様
に
ご

愛
読

い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
よ
り
地

域
に
根

ざ
し
た

鳥
海

の
里

だ
よ
り
の

発
刊

に
努

め
て

ま
い

り
た

い
と
思

い
ま
す

の
で

よ

ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

最
後

に
、
当

紙
に
関

し
ま
し
て

、
ご

意
見

・ご
要

望
・取

材
・掲

載
希

望
記

事
等

あ

り
ま
し
た
ら
ど
ん
ど
ん
お
寄

せ
く
だ

さ
い
、
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

令
和

8
年

３
月

1
3

日
 

第
4
3
2

号
 

発
行

 
鳥

海
地

区
セ

ン
タ

ー
 

　
中

里
字

中
前

田
1
5

 

℡
:3

3
-
1
2
0
4

鳥
海

マ
ッ

プ
　
№

2 

出
ル
町

　
与
羽

　
 

明
神
・
山

の
神
・
八

幡
神

社
第

２
２
回

鳥
海

地
区

　
 

「
大

志
を

抱
く
会

」
開

催

こ
れ
か
ら
も

 
よ
ろ
し
く

第
２
２
回
鳥

海
地

区
大

志
を
抱

く
会

が
鳥

海
地

区
セ
ン
タ
ー
で

２
月
１４

日
（
土
）
に
、
対

象
者

７
名

（
欠
席

者
１名

）
と
来

賓
の

方
々

や
保

護
者

・地
域

の
方

々
に
ご

参
加

い
た
だ

き
開

催
さ
れ

ま
し
た

。
旧

鳥
海

小

学
校

で
の

開
催

に
対

象
の

生
徒

や
か
つ

て
の

卒
業

生
の

方
が

校
舎

を
な

つ
か
し
み

、
思

い
出

話
も
聞

か
れ

ま
し
た

。
小

野
寺

町
長

、
上

野
教

育
長

（
欠

席
の

た
め

代
読

）
よ
り
ご

祝
辞

を
い

た
だ

き
、
決

意
表

明
で

は
夢

や
希

望
に
向

か
っ
て

自
分

が
ど
う
あ

る
べ

き
か
、
そ

れ
ぞ

れ
の

考
え

や
思

い
が

述
べ

ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
講

話
で

は
岩

手
県

立
大

学
総

合
政

策
部

准
教

授
の
平

井
勇

介
氏

を
迎

え
、
「
努

力
に
つ

い
て

考
え
る
　

小
6
の
娘
と
大
学
生
の
悩
み

か
ら
教
え
ら
れ

た
こ
と
」
と
題
し
ご

講
演

を
い

た
だ

き
ま
し
た
。

《
決
意
表
明
発
表
》

お
ひ
な
様
飾
り
ま
し
た

 

　
旧

鳥
海
小

学
校
に

あ
っ
た

ひ
な
飾

り
で
す

。



  
  

  
 

未
来
ク
ロ
ス
☆
鳥
海
　

 

居
場
所
づ
く
り
好
発
進
　
今
後
の
活
動
に
弾
み
つ
く

 

「
み

ん
な

食
堂

ち
ょ
う
か
い

」
の
試

行
と
し
て

、
「
大
志

を
抱

く
会

」
参

加
者

や
ご

家
族

の
皆

様
に
昼
の
軽

食
を
提

供
す
る
ご

案
内

を
し
ま
し
た
。
お
に
ぎ

り
、
漬

物
、
へ

っ
ち
ょ
こ
だ

ん
ご

、
甘

酒
と
並

べ
ら
れ

、
み

ん
な

の
顔

が
ほ
こ
ろ

び
、
テ

ー
ブ

ル
を
囲

ん
で

話
が

は
ず

み
、
楽

し
げ
な

様
子

が
見

ら
れ

ま
し
た

。
ワ
イ
ワ
イ
ガ

ヤ
ガ

ヤ
と
普

段
、
静

か

な
地

区
セ
ン
タ
ー
が

に
ぎ

や
か
に
な

っ
た
ひ

と
と
き
で

し
た
。 

次
回

、
み

ん
な

食
堂

ち
ょ
う
か
い
は

３
月

２
９
日
（
日

）
に
実

施
の
予
定

で
す
。

そ
よ
か
ぜ
学
級
の
活
動
の
様
子

地
域
の
方
に
協

力
い

た
だ

い
た

食
材
で
お
に
ぎ

り
作
り

お
に
ぎ

り
と
甘

味
を
み

ん
な

で
ほ
お
ば

り

楽
し
い
ひ

と
と
き

「
み

ん
な

食
堂

ち
ょ
う
か
い

」
の
シ

ン
ボ

ル
マ

ー
ク
を
施

し
た

看
板

や

エ
プ

ロ
ン
と
帽
子
を
作
り
ま
し
た
。

今
年

度
の
取
り
組
み

の
様
子
を
一
部
で

す
が

ご
紹
介
し
ま
す
。（

実
施
日

省
略
）

西
川
目

長
寿

大
学

校
第

４
回

を
２
月

１８
日
（
水

）
、
鳥

海
地

区
セ
ン
タ
ー

で
開
催

し
ま
し
た
。
講

師
に

御
所

野
縄

文
公

園
館

長
補
佐

の
中

村
明
央

氏
を
迎

え
「
一

戸
の
郷
土

芸
能

」
と
題
し
て
講

演
を
し
て

い
た
だ

き
ま
し
た
。 

《
以

下
抜

粋
》

 

山
伏

た
ち
が

行
っ
て
い

た
神

楽
か
ら
発

祥
し
、
山
伏

は
明

治
初

期
ま
で

神
仏

両
職

を
持

っ
て

い
て

地
域

の
さ
ま
ざ

ま
な

行
事

を
執

り
行

っ
て

い
た

。
村

人
と
密

接
な

関
係

を
持

ち
、
病

人
に
祈

祷
す

る

な
ど
、
病

気
や

生
活
苦

に
あ

え
ぐ
村
人

の
よ
り
ど
こ
ろ
で

あ
っ
た
た
め

山
伏
が

大
い

な
る
権
力

を
持

っ
て

い
た

こ
と
が

想
像

さ
れ

る
。
権

現
様

は
神

様
の

な
か
で

も
最

高
の
神

様
で

名
主

の
家

の
奥

座

敷
に
祀

ら
れ

て
い

た
。
名

子
（
名

主
の
農

地
で

働
く
者

）
は

普
段

、
名

主
の
家

の
座

敷
に
上

が
る
こ
と

が
で

き
な

い
が

神
楽

を
演

じ
る
と
き
だ

け
座

敷
に
あ
が

る
こ
と
が

許
さ
れ

た
。神

楽
は

山
伏

の
大
切

な
仕

事
の

ひ
と
つ

で
あ

っ
た

が
、
江

戸
時

代
の

終
わ

り
頃

山
伏

の
力

が
衰

え
始

め
た
た

め
周

辺
の

村
人

に
神

楽
を
教

え
、
一

般
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
行

わ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

西
川
目
長
寿
大
学
校
全
課
程
終
了

今
後

の
活

動
の
参

考
に
ア
ン
ケ

ー
ト

を
書
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た

達
成

感
あ

ふ
れ

れ
る

笑
顔

の
「
居

場
所

づ
く
り
部

」
の
メ

ン
バ

ー
と
お
手
伝
い
の
方
　

　
一

戸
の

先
人

が
、
ど
の

よ
う
に
郷

土
芸

能
を

守
っ
て

き
た
か
学

び
、
郷
土

芸
能

を
守

っ
て

い
く

こ
と
は

日
本

人
本

来
の

心
と
生

き
方

を
取

り
戻

し
、
物

質
中

心
の

消
費

生
活

を
見

直
す

こ
と
に

繋
が

っ
て

い
く
の

で
は

な
い

で
し
ょ
う
か

と
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

「
冬
を
楽
し
む
会
」
 

毛
糸
で
つ

く
る
タ
ワ
シ
（
毛
糸
１個

で
タ
ワ

シ
が

２
個
で
き
ま
し
た
）

「
い
ち
ょ
う
の
会
」
 

チ
ラ
シ
で
小
物
づ

く
り
（
チ
ラ
シ
を
く
る
く

る
と
細
く
巻
き
編
み

込
み

ま
し
た
）


